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【請願主旨】

福島第一原子力発電所の事故は、いまだに収束せず、放射能被害は福島県をはじめ国

民の甚大な影響を与え続けています。

全国で「原発ゼロ」の声が広がり、政府ですら“国民の過半数が原発に依存しない社

会を望む”と認めざるを得なくなっています。政府のパブリックコメントでは８割が

「即時ゼロ」を望んでいます。

政府は、「２０３０年代に原発稼働ゼロを可能とするよう、あらゆる政策資源を投入

する」などとしていますが、あまりに遅すぎます。さらに、新たな核燃料をつくる再処

理事業を続けようとし、「安全性が確認された原発は、これを重要電源として活用する」

などとしています。これでは、「原発ゼロ」の世論に背を向け、その実現を先送りし、

当面は原発に固執する立場だといわなければなりません。「原発ゼロ」の民意にこたえ、

「即時原発ゼロ」を実現すべきです。

以上をふまえて、私たちは、すべての原発からただちに撤退する決断を行うことを要

求します。

【請願項目】

一、中部電力浜岡原子力発電所は、運転を再開せず、廃炉にすることを求めます。

二、日本政府がすべての原発からただちに撤退する決断を行うことを求めます。
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日本共産党の見解を紹介します。ご意見、ご感想をお寄せ下さい。

日本共産党は、政府が実施したパブリックコメント

で８割が即時原発ゼロを望んでいることなどから、

「即時原発ゼロに」と政府に求めています。

原発再稼働反対、原発ゼ

ロにと大きく運動が広がって

います。愛知でも毎週金曜

日に、関西電力支社前で、

原発再稼働反対の抗議行

動が行われ、毎回数百人が

参加しています。

岐阜県が行った敦賀原発で福島原発と同

規模の事故が起きた場合の放射性物質拡散

予測では、気象条件によっては避難基準20ミ

リシーベルトの汚染地域が愛知北部にも。20

ミリシーベルト未満地域はさらに広範囲にわ

たる恐れがあります。

浜岡原発は、東海大地震の震源域の真上

に立地し、世界一危険な原発です。

日本共産党は、中部電力に対して浜岡原

発を廃炉にと直接申し入れを行っています。

９月２３日付「愛知民報」より

中部電力に申し入れを行う
日本共産党のかわえ明美（比例東海）

名古屋市の関西電力支社前で抗議行動を行う人々


